
様式第１号 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施計画書 

 

福井市長 様 

 

私たちの学校は、恵み豊かな環境を守り未来に引き継いでいくために、環境保全に関す

る学習、教育及び活動を積極的に行って環境にやさしい学校づくりと生命や自然の大切さ

を理解し郷土を愛するモラルの高い児童・生徒の育成に取組むための実施計画を作成しま

したので、福井市学校版環境ＩＳＯ認定制度による認定の更新を申し込みます。 

 

  平成２６年５月２０日 

学校名    福井市安居中学校  

校長氏名   津田由起枝     

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①安居地区の環境の良さを生かした環境学習に取り組みます。 

②資源の大切さについて関心を持ち、学校全体で節電・節水の意識を高めます。 

③地域・校区で連携し清掃活動やリサイクル活動に取り組みます。 

２ 取組内容 

①公民館の協力を得ながら、生徒会が中心となって「ホタル観察会」を開催します。ホタルの生育に

必要な条件についても学習し、安居地区の環境のすばらしさを知るとともに、自然を保護していこ

うとする態度を養います。 

②生活委員会で、毎日放課後に校舎見回りをして、電気の消灯などを点検します。また、日常も各ク

ラスの生活委員が中心となり、教室移動の際の消灯をチェックし、全校で節電・節水の意識を高め

ます。 

③ＰＴＡと連携し、アルミ缶や古紙回収を実施します。また、校区の小学校と合同で地域の清掃活動

に取り組みます。 

★ ＥＳＤポイント（取組内容の内、１項目についてＥＳＤの視点をどのように取り入れるかを記載して下さい。） 

  ③について、地域の方と連携しながら清掃活動に取り組むことにより、地域の一員としての所属感や

コミュニケーション力を高める。また、小学生をリードしながら行うことで、リーダー性を身につけ

自分たちの手で地区を美しくしようとする主体性を養う。(連携性・責任性) 



様式第２号                                                  （提出日）平成  年  月  日 

福井市学校版環境ＩＳＯ 実施報告書 

学校名 安居中学校 

 

１ 今年度の目標（学校の約束） 

①安居地区の環境の良さを生かした環境学習に取り組みます。 

②資源の大切さについて関心を持ち、学校全体で節電・節水の意識を高

めます。 

③地域・校区で連携し清掃活動やリサイクル活動に取り組みます。 

２ 取組内容 

①環境学習 

・安居地区に生息するホタルについての学習会を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②節電・節水の取り組み 

・委員会活動で毎日放課後に校舎の見回りをして、電気・水道のチェックを行うとともに、全校に節電・

節水の呼びかけをしています。 

 

 

 

 

 

 

 

③地域・校区での連携 

・ＰＴＡと連携して資源回収、校区の小学校と連携をして地区の清掃活動に取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の方々(ホタルを守る会)にお越しいただき、ホタルについて

の知識を学びました。 

後半は、地域の方々と一緒に

ホタルを観察に行きました。 

資源回収の様子 小学生と一緒に神社や公民館の清掃をしました。 



 

 

★ ＥＳＤポイント 

③について、地域の方と連携しながら奉仕活動に取り組むことにより、地域の一員としての所属感やコ

ミュニケーション力を高めることができました。また、小学校との清掃活動では、小学生をリードしなが

ら行うことでリーダー性を身につけ自分達の手で地区を美しくしようとする主体性を身につけることが

できました。(連携性・責任性) 

３ 

見
直
し 

 【具体的効果】 

①地域に生息する生き物について学習することにより、生徒の中に地域自然環境を保護していこう

とする意識、生き物を大切にしようとする意識、総じて地域への愛着の心が育ちました。 

②日々の委員会活動、委員の呼びかけにより、全校一人一人に資源を大切にしようとする意識の高

まりと行動力が身につきました。 

③地域の方々の参加も多く、校区をあげてより多くの資源を集め環境保護に努めようとする意識が

高まっています。清掃活動では、小学生をリードしながら活動することで主体的に地域を美しく

していこうとする態度が育ちました。 

 

【改善点】 

・ホタル観察会は夜の活動であるため、参加者は希望制である。保護者・地域の協力も得ながらで

きるだけ多くの生徒が参加できるよう努めていきたい。 

・小学生との清掃活動では、ともに計画を立てる時間は確保されているものの、活動後の反省の時

間がとれていない。反省の時間も設けて、次年度以降の活動がさらに充実したものになるよう務

めていきたい。 


